
美祢市人口ビジョン、美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略　変更表

資料② 



№
関係

ページ
項目 変更前 変更後

1 P2
2-1-1.総人口・世帯
枠内

❖総人口は減少しているが、65歳以上の人口は増加し
ており、高齢化が進んでいる。
❖高齢化率は、全国及び県より高く、高齢世帯（ひとり暮
らし・夫婦のみ）数も増加がみられる。

❖総人口は減少しているが、65歳以上の人口は増加し
ており、高齢化が進んでいる。
❖高齢化率は、全国及び県より高く、高齢者世帯（ひとり
暮らし・夫婦のみ）数も増加がみられる。

2 P4 最上段の枠内

❖美祢市に隣接する市において転入出が多く見られ、
そのなかでも山口市が多い。
❖全体では、転入数に比べ、転出数が上回る転出超過
となっている。

❖隣接市からの転入、隣接市への転出 が多く見られ、
そのなかでも山口市が多い。
❖全体では、転入者数に比べ、転出者数が上回る転出
超過となっている。

3 P6 最上段の枠内
❖通学者は市外への流出が多く、流出超過となってい
る。

❖通学者は、市外への流出が多く、流出超過となってい
る。

4 P8 ページ内 就業率　と　就業者率　が混在 就業率　に統一

5 P11 最下段の表題 ■市内の高校生の卒業の進学状況 ■市内の高校の卒業生の進学状況

6 P15 ■医療施設等　表中 表中の病床数（床）欄　　一般・療養　　547 病床数（床）　一般・療養　　245

7 P16

最上段の枠内

（ ）内の説明

❖美祢市が属している二次医療圏（宇部）（山口）は、医
療、介護ともに余力がある。

（美祢市は、美祢地域が「宇部（山口）」に美東・秋芳地
域が「山口（山口）」に属する。）

❖美祢市が属している二次医療圏「宇部・小野田保健
医療圏」は、医療・介護に余力のある地域に該当してい
る。

（美祢市が属している二次医療圏「宇部・小野田保健医
療圏」は、下記表中では「宇部（山口）と表記。」）
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№
関係

ページ
項目 変更前 変更後

8 最上段の枠内
❖山口県は全国でも地震が少なく、そのなかでも、美祢
市は、約90年間震度３を超える地震は発生していない。
❖市民千人あたりの犯罪認知件数は・・・・

❖山口県は全国でも地震が少なく、そのなかでも、美祢
市は、約90年間震度３を超える地震は発生していない。
❖市民千人当たりの犯罪認知件数は・・・

9 ■消防団員数の状況 [人口に占める消防団員数] [人口に占める消防団員数の割合]

10 P19
2-3-7.交通
[ミニバスの運行地域]

図　の変更

11 P20 中段の説明文
また、年齢３区分の人口変化をみると、年少人口（0～14
歳）、生産年齢人口（15～64歳）は減少し続けますが、老
年人口は平成32年まで上昇し・・・想定されます。

また、年齢３区分の人口変化をみると、年少人口（0～14
歳）、生産年齢人口（15～64歳）は減少し続けますが、老
年人口（65歳以上）は平成32年まで上昇し・・・想定され
ます。

12 P21
2-5-2.まちの魅力・人の流れへ
の影響
上から４行目

生活サービス水準が低下は、生活の不便さにもつながり
転出者の増加を・・・

生活サービス水準の低下は、生活の不便さにもつながり
転出者の増加を・・・

13 P22 （2）企業ヒアリングの枠内 表題の項目　ポイント　をセンタリング

14 P23

3-1-2.既存調査の分析
■市政に対して期待すること
（複数回答）
枠内

いずれの年齢層も「医療・福祉の充実」「産業の活性
化」・・・また、壮年層では他の年代と異なる・・・期待も見
られる。

いずれの年齢層も「医療・福祉の充実」「産業の活性
化」・・・また、40～64歳では他の年代と異なる・・・期待も
見られる。

P18
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15
■特に力を入れるべき取組（複
数回答）
枠内

いずれの年齢層も・・・力を入れるべきとの回答が高い いずれの年齢層も・・・力を入れるべきとの回答が多い

16 解答順位表の表題 ～30代（票数95） 30代（票数95）

17
■住み良さ、愛着、今後の居住
意向
枠内

「住み良い」と感じている割合が最も高いのは65歳以
上・・・３０代で最も高い。

「住みよい」と感じている割合が最も高いのは65歳以
上・・・30代で最も高い。

18
[美祢市の住み良さ]
円グラフ

グラフ標記で語尾まで標記されていない箇所の修正

19
[今後の居住意向]
円グラフ

グラフ標記で語尾まで標記されていない箇所を修正

20
■将来の不安（複数回答）
枠内

～20代では「仕事や雇用のこと」、30代と壮年層では・・・
割合が高い。

～20代では「仕事や雇用のこと」、30代と40～64歳で
は・・・割合が高い。

21 解答順位表の表題 ～30代（票数95） 30代（票数95）
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22 P26
■現在の子どもの人数と理想と
する子どもの人数
枠内

理想とする子どもの人数では、「3人」という回答が最も多
く、現在の子どもの人数では、「1人」「いない」の割合が
多い。

理想とする子どもの人数は、「3人」という回答が最も多
く、現在の子どもの人数は、「2人」の割合が多い。

23 P27
■理想としていた初産年齢と実
際の初産年齢
枠内

理想としていた初産年齢は、「25～29歳」が最も多く、平
均初産年齢は25.8歳となっているが、実際の初産年齢
では、「30～34歳」が多く、平均初産年齢は27.6歳となっ
ている。

初産年齢は、「25～29歳」が最も多い。平均初産年齢で
比較すると、理想としていた初産年齢より、実際の初産
年齢は高くなっている。

24

■結婚したい、結婚しやすいと
思える環境づくりに効果的と思
う支援
枠内

「夫婦がともに働き続きられるような職場環境の充実」と
する・・・上位を占めている。

「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」と
する・・・上位を占めている。

25
■出産しやすい環境づくりに必
要と思う支援
枠内

「妊娠・出産時の経済的負担の軽減」「育休・育休制度
の充実」とする回答が多い。

「妊娠・出産時の経済的負担の軽減」「産休・育休制度
の充実」とする回答が多い。

26
美祢市の人口減少対策に関す
るポイント　の表
分野　しごと　の欄

●女性が働きやすい環境づくりに努めている会社が見
られる。
●市内の高校の卒業生の市内企業への就職の割合は
２割程度である。また、市内企業からの求人は増えてい
ない。

●女性が働きやすい環境づくりに努めている企業が多
い。
●市内の高校の卒業生の市内企業への就職の割合は
２割程度である。　（また、市内企業・・・以降を削除）

27 分野　ひと　の欄
●ジオパーク活動が活発化しているなか、「Mine 秋吉台
ジオパーク」も認定され、新たな魅力となっている。

●「Mine 秋吉台ジオパーク」が日本ジオパークに認定さ
れ、新たな魅力となっている。

28 分野　まち　の欄

●全国、山口県内市町と比べて、地震の発生は少な
い。
●美祢市を含む宇部医療圏は、医療・介護を受け入れ
る余力があると評価されている。

●全国、山口県内他市町と比べて、地震の発生は少な
い。
●美祢市が属している二次医療圏「宇部・小野田保健
医療圏」は、医療・介護に余力のある地域に該当してい
る。
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人
口
ビ

ジ

ョ
ン

29 P29 　分野間　の移動

３．戦略の取組内容 ３．総合戦略の取組内容

4-3　事業の実現に向けた手法の検討 4-3　施策の実現に向けた手法の検討

31
1-1.総合戦略の策定趣旨
（２）総合戦略の位置づけ

人口ビジョンで明らかとなった・・・、人口減少対策に効
果的な事業を実施する計画です。

人口ビジョンで明らかとなった・・・、人口減少に関わる問
題に集中して対応する計画です。

32 1-3.総合戦略の基本的考え方
人口ビジョンで設定する・・・人口ビジョンで示した「平成
72年の目標人口を確保する」ために、取り組むべき施
策・事業を位置づけます。

人口ビジョンで設定する・・・人口ビジョンで示した「平成
72年の目標人口を確保する」ために、実施すべき施策・
取組を位置づけます。

33
1-3.総合戦略の基本的考え方
　網掛の囲い内

施策・事業 施策・取組

34 P2
2-1.基本的考え方
市民・事業者・行政が共に考
え、共に生きる

総合戦略は、本市が主体的に進めていくことと・・・・市民
の皆さんとの協力・共同によって、本市が成り立っていま
す。

総合戦略は、本市が主体的に進めていくことと・・・・市民
の皆さんとの協力・協働によって、本市が成り立っていま
す。

しごと　→　ひと　●市外から美祢市に通勤している人口が多い。
ひと　→　まち　　●秋吉台・秋芳洞が観光客の誘客を牽引している。また、外国人観光客数の伸びが大きい。

総
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№
関係

ページ
項目 変更前 変更後

35
基本目標３：
■展開すべき施策

３-２　出産と子育てをサポートする地域づくり ３-２　出産と子育てをサポートできる地域づくり

36
３．総合戦略の取組内容
　図中　基本目標４

右端の一番下　具体的な取組　　の字の大きさを調整

37
P3
P4

本文中 医療介護　と　医療・介護　が混在 医療・介護　に標記を統一

38
P3
P4
P22

基本目標３
美祢市で結婚・出産・子育ての希望がかなう「次世代の
育成」

美祢市で結婚・出産・子育ての希望がかなう環境づくりと
「次世代の育成」

39
P4
P15

3-1.施策体系
展開すべき施策

1-2　観光立市をけん引する産業・雇用の創出 1-2　観光立市を牽引する産業・雇用の創出

40
P5
P6

3-2.重要戦略 -

重要戦略１の追加
Mine 秋吉台ジオパークを通して地域に対する誇りと郷
土愛を育むとともに、プロモーションにより美祢市の知名
度を高める。

41 P6
■具体的取組
　５番目の○

〇研究活動の活発化等により、新たな人の流をつくりま
す。

〇研究活動の活発化等により、新たな人の流れをつくり
ます。
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項目 変更前 変更後

42 重要戦略２ 共生への意識醸成を進め、新たな雇用を創出する 共生への意識醸成を進め、新たな雇用をつくる

43 ■基本的考え方
本市に立地している美祢社会復帰促進センター・・・おら
ず、初犯者のうち、心身等に著しい障害がなく、集団生
活・・・限定されています。

本市に立地している美祢社会復帰促進センター・・・おら
ず、初めて収容される者のうち、心身等に著しい障害が
なく、集団生活・・・限定されています。

44
■基本的考え方
　6行目～

そうしたセンター生に対して、規律正しい生活の下・・・に
向けた更正プログラムを実施することにより、再犯を防止
し・・・目指しています。

そうしたセンター生に対して、規律正しい生活の下・・・に
向けた更生プログラムを実施することにより、再犯を防止
し・・・目指しています。

45
■基本的考え方
　11行目～

・・・民間企業と協力しながら、センター生の住まいや身
元引受を・・・生きがいの創出を図ります。

・・・民間企業と協力しながら、出所者の住まいや身元引
受を・・・生きがいの創出を図ります。

46
「社会復帰への支援体制イメー
ジ」
コメント欄

センター生の円滑な就業や住まいの確保、相談場
所・・・の立ち上げ

出所者の円滑な就業や住まいの確保、相談場所・・・の
立ち上げ

47
支援体制（組織）　と　民間企業
を結ぶ矢印のコメント

センター生の受入れへの理解と協力
センター生の受入れ及び出所後の就業等への理解と協
力

48 P8
■具体的取組
　３番目の〇

〇美祢社会復帰促進センターにおいて、刑務作業への
民間企業への参入や・・・支援します。

〇美祢社会復帰促進センターにおいて、刑務作業への
民間企業の参入や・・・支援します。
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ページ
項目 変更前 変更後

49 P8 ■特に関連する具体的施策 2-3-1　美祢市への定住支援 2-3-1　美祢市への定住支援・移住環境の整備

50 P9 ■基本的考え方
秋吉台や秋芳洞に代表される自然資源・・・また、本市
は山口県西部の中心にあり、周辺自治体や宇部空港か
らの・・・

秋吉台や秋芳洞に代表される自然資源・・・また、本市
は山口県西部の中心にあり、周辺自治体や山口宇部空
港からの・・・

51 P9 [ＤＭＯのイメージ]　図中 共同 協働

52 P10
■スケジュール
目標の下段

（仮称）美祢市観光まちづくり組織（ＤＭＯ）立ち上げに
向けた検討及び施行実施

（仮称）美祢市観光まちづくり組織（ＤＭＯ）立ち上げに
向けた検討

53 ■基本的考え方
高齢者は全国で増加し、特に、東京・・・・する回答が最
も多く、条件が整えば、地方への移住も考えている人も
存在しています。

高齢者は全国で増加し、特に、東京・・・・する回答が最
も多く、条件が整えば、地方への移住を考えている人も
存在しています。

54 最下段の枠内 行政・事業者と連携 行政・事業者の連携

55 P12
■具体的取組
　２番目の〇

〇生涯活躍のまち構想の実現に向けたの具体的な事
業計画を作成します。

〇生涯活躍のまち構想の実現に向けた具体的な事業
計画を作成します。
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56 P13
1-1-1　共生への意識醸成
　重要業績評価指標（ＫＰＩ）
　名称

美祢市社会復帰促進センターでの作業・職業訓練に関
わる市内企業の数

美祢社会復帰促進センターでの作業・職業訓練に関わ
る市内企業の数

57
P13以

降
表中 具体的施策名 具体的施策

58 P14
1-1-3　地元企業の活性化・人
材育成への支援
　内容

高校生・大学生・求職者に地元企業の魅力を伝え、就
職と定住を促す雇用安定化への支援を行います。また、
地元企業のさらなる発展をサポートする人材育成の支援
を行い、雇用の質（安定雇用、仕事へのやりがい等）の
向上を目指します。

高校生・大学生・求職者に地元企業の魅力を伝え、就
職と定住を促す雇用安定化への支援を行います。また、
地元企業のさらなる発展をサポートする人材育成の支援
を行います。

59 P15
1-2-2　グローバル観光戦略の
推進
　内容

外国人観光客の心を掴む観光戦略を・・・につながる外
国人に対応できるガイド(通訳案内士)の育成を行いま
す。

外国人観光客の心を掴む観光戦略を・・・につながる外
国人に対応できるガイドの確保・養成を行います。

60
P16
P17

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
道の駅等の特産品販売額

現状値：24,086万円（H25）　　目標値：26,120万円 現状値：2.4億円（H25)　　目標値：2.6億円

61 P17 最上段の枠内

本市の農業・林業は基幹産業の一つです。しかし・・・そ
のため、農林業の振興に向けて、農林業産品の価値を
高めることで、就業者の生計をより安定的なものとし、若
者が就業したくなる産業となるよう環境を整え、雇用の創
出につなげます。

本市の農業・林業は基幹産業の一つです。しかし・・・そ
のため、農林業の振興に向けて、安全・安心で美味しい
農作物を生産し、さらに農林業産品の価値を高めること
で、就業者の生計をより安定的なものとし、若者が就業
したくなる産業となるよう環境を整え、雇用の創出につな
げます。

総
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ページ
項目 変更前 変更後

62
1-3-1　地域ブランドの育成と六
次産業化の推進
内容

農林産業の維持・安定化を図るため、ジオパークを活用
し、商品の価値を高める六次産業化やブランド化を進
め、道の駅等を活用した流通を促進します。

農林産業の維持・安定化を図るため、ジオパークの活用
や、豊かな土づくりを促進し産品の価値を高め、ブランド
化や六次産業化を図り、道の駅等を活用した流通を促
進します。

63
重要業績評価指標（ＫＰＩ）
名称

ミネコレクションへの認定商品数 ミネコレクションの認定商品数

64
1-3-1　地域ブランドの育成と六
次産業化の推進
スケジュール欄の２段目

ミネコレクションへの認定、取扱店を増やす取組の実施 ミネコレクションの認定、取扱店を増やす取組の実施

65 P19
2-1-2　国際交流の推進
　スケジュール欄の２段目

海外友好都市からの観光客等の受け入れ 海外友好交流都市からの観光客等の受け入れ

66
2-2-1　美祢ブランドの確立と活
用
　内容

地域の食・産品・観光ツアー等を効果的に展開し・・・定
住人口の増加を促進します。

地域の食・産品・体験ツアー等を効果的に展開し・・・定
住人口の増加を促進します。

67
具体的な取組
名称

ジオパークを活かした美祢独自の観光ツアーの構築
ジオパークを活かした美祢独自のニューツーリズムの推
進

68 P22
3-1-1　出会いの機会の創出
　重要業績評価指標（KPI)

市民千人あたりの婚姻件数（婚姻率） 削除
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ページ
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69 P24
3-3-1　郷土に誇りが持てる教
育活動
スケジュールの３段目

コミュニティースクールや地域人を活用した教育活動の
推進

コミュニティースクールや地域人材を活用した教育活動
の推進

70 P25
4-1-1　防犯・防災対策の充実
　重要業績評価指標（KPI)

消防団員の数
　現状値　917人（H26)
　目標値　920人

人口に占める消防団員数の割合
　現状値　3.42％（H26)
　目標値　維持

71
展開すべき施策4-2：住み続け
られるネットワークづくり
枠内

　本市が終のすみかとなるためには、便利で・・・・車がな
くても生活できるよう地域公共交通網を確保し、誰でも市
内・市外を移動できる環境を整えることが大切です。
　また、遠くに出かけなくても、買い物や福祉、行政サー
ビス等が受けられる拠点をつくり、生活利便性の維持を
図ります。
　さらに、大学や企業・・・定着を促します。

　本市が終のすみかとなるためには、便利で・・・・車がな
くても生活できるよう地域公共交通網を確保し、誰でも市
内を移動できる環境を整えることが大切です。
　また、遠くに出かけなくても、買い物や福祉、行政サー
ビス等が受けられる拠点をつくり、生活利便性の維持向
上を図ります。
　さらに、大学や企業・・・定着を促します。

72
4-2-2　公共施設の適正化と地
域コミュニティの拠点づくり
スケジュールの3段目

社会活動団体の支援及びボランティの育成 社会活動団体の支援及びボランティアの育成

73 P28 4.総合戦略の実施に向けて

4-3.事業の実現に向けた手法の検討
　総合戦略の実現にあたっては、財源の確保が重要とな
ります。そのため、国や県の支援制度、ふるさと納税や、
地元金融機関が実施するクラウドファンディング※の活
用を検討し、事業の確実な実施と財政負担の低減を図
ります。

4-3.施策の実現に向けた手法の検討
　総合戦略の実現にあたっては、財源の確保が重要とな
ります。そのため、国や県の支援制度、ふるさと美祢応
援寄附金のほか、公と民の連携や地元金融機関が実施
するクラウドファンディング※などの活用を検討し、施策
の確実な実施と財政負担の低減を図ります。

総
合
戦
略

P26

11


